
９月９日は救急の日 
 救急の日は救急について関心や理解を深めようという日です。急な病気やケガをした時に応急処置

が出来るよう、ご家庭で手当や対処法を考える機会にしてみてはいかがでしょうか。 

ご家庭にも事故や怪我を招く危険なものがたくさんあります。ご家庭で起こりやすい、誤飲した時の

応急処置や救急箱の確認をし、もしもの事故やケガに対応出来るようにしておきましょう。保育園で

は 9 月から運動会活動が多くなります。未然に怪我を防ぐためにも、こまめに爪を切る、足のサイズ

にあった靴の着用をお願いします。 
＜救急箱の中身＞ 

絆創膏 ガーゼ 包帯 脱脂綿 綿棒 体温計 ハサミ 毛抜き ピンセット  
外傷用薬品  三角巾 持病の薬とお薬手帳 など  

※感染症予防のために必要な物（マスク、アルコール消毒 ハンドソープ ウェットティシュ 使い
捨てビニールエプロンなど）も揃えておくと安心です。 
※救急箱の中身をチェックする時は、様々な薬の使用期限を確認しましょう。 

＜誤飲について＞ 
トイレットペーパーの芯と子どもの経口はほぼ同じ大きさです！！トイレットペーパーの芯よりも

小さいものは子どもが飲み込んでしまう恐れがあるので覚えておきましょう。何より子どもの手の届
かない所に置くことが大切です。 
※受診の際には飲み込んだものと同じものがあれば持参しましょう。 
 
≪救急車を呼ぶ目安≫ 
・顔面蒼白 ・けいれんを起こしている ・苦しそうな呼吸をしている ・意識がおかしい 
緊急事態で救急車を呼ぼうか迷った時は… 
まずは「小児救急医療相談」 ♯８０００に相談してみましょう。 
 
 

   

アイリス保育園  
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感 染 症 発 生 状 況 
 

感染症は落ち着いています。 
〇とびひ  盛南地区で増加。 

 

  ヘルパンギーナは発熱、咽頭痛、口内の水疱性発疹を主症状として、まれに熱性けいれんが併発

します。予防には患者との濃厚接触を避け、手洗いを励行することが重要です。 

 新型コロナウイルス感染症は夏と冬に患者数が増える傾向にあるため、注意が必要です。今後も

手洗いや咳エチケット、換気等の基本的な予防対策をしましょう。 

 

盛岡市子ども未来部子育てあんしん課より                            

 9 月小児科休日当番医 

 
6日（日）西島こどもクリニック     
            上田 1-19-11       651-1369 
13日（日）よしだクリニック 
       西仙北 1-30-50       635-8341 
20日（日）森田小児科医院 

緑ヶ丘 4-1-50アスティ緑ヶ丘１F 
                        662-3326      

21日（月）村田小児科医院 
           紺屋町 3-4        622-7132 

22日（火）川久保病院 
             津志田 26-30-1      635-1305 
23日（水）臼井循環器呼吸内科・小児科      

               松園 2-2-10         662-9845   
27日 (日) 杜のこどもクリニック 

向中野 3-10-6        631-1160 

 

９月ほけんだより 

 暑さも一段落し、朝夕の風には秋の気配が感じられるようになりました。一日の中の寒暖差が大き

くなるこの時期は、体調をくずしやすい時です。毎日の体調の変化に気を付けていきましょう。 

ナッツアレルギー急増中！ 

 
近年の消費量の増加に伴い、「ナッツアレルギー」が増えています。日本人の食物アレルギーといえば、その原因は、

鶏卵、牛乳、小麦が全体の３分の２（０歳では 90％）を占めていましたが、木の実類(ナッツ類)が２位に浮上しました。 

ナッツ類は自分が食べなくても、周囲の人が食べたことにより、傷のある皮膚に触れることで赤く腫れ、「異物」と判

断されて体内に抗体ができてしまうこともあるそうです。また、摂取後２時間以内(多くは数十分以内)に症状が出やすい

ことも特徴です(即時型)。乳幼児の食物アレルギーは、消化吸収機能や免疫機能の発達に伴い年齢が上がるにつれて自然

治癒することも多いですが、ナッツアレルギーは自然治癒率が低いともいわれています。 

 
 
ナッツとは… クルミ、アーモンド、マカダミアナッツ、ヘーゼルナッツ、ピーカンナッツ、ココナッツなどです。 

木の実ではありませんが、マメ科のピーナッツ(落花生)も注意が必要です。 
※ナッツ類は、園では提供されませんが、外食時やお菓子類などに使用されていることもあるので気をつ 
けましょう。 

 
症状      皮膚(じんましん、かゆみ、皮膚の赤み)90％に出現   粘膜(唇、舌、まぶたの腫れ、口の中の違和感) 

       呼吸器(咳、ゼーゼー、ヒューヒューする呼吸、息苦しさ)  消化器(吐き気、嘔吐、腹痛、下痢) 
まれに、血圧低下、意識消失などのアナフィラキシーショックを起こす場合もあります。 

 
こんな時は…  アレルギー症状とは限りませんが、時々じんましん様の発疹が出るお子さんがいます。その時はお子さ

んの様子をみて、電話で保護者の皆さんに状況や症状などを報告させていただきます。また、その他の
症状の有無、その後の体調の変化などの観察を行い、悪化するよう時は即再報告させていただきます。
受診をお願いすることもありますのでよろしくお願いいたします。 

 

☆ 後期内科健診 ☆ 

１０月に後期内科健診があります。 
 
・気になることがある場合は、事前に担任へお話しくだ
さい。 

・当日受けられなかった方は、後日個人で園医での健診
をお願いします。（無料） 

・健診で所見のあった方のみ、お知らせのお手紙をお渡
しします。 

 
９月２４日(木)に「健康の記録」をお渡しします。毎
月の身体測定の結果や、前期の各種健診結果を記入し
てありますので確認をお願いします。今年の 4 月以降
の既往歴と予防接種履歴を記入していただき、サイン
又は捺印をして９月２９日（火）までに担任へお返し
ください。 
 

 子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。「無事でよか

った」とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。 


